
第1回 大井川水資源検討委員会

平成26年12月19日（金） 15時30分～
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委員会の目的および検討事項

【目的】
・中央新幹線の南アルプストンネルの工事に伴う

大井川流域の水資源に対する影響の回避・低減
を図っていくため、計測データ等に基づき検討を
行うこと。

【検討事項】
１．計測計画
２．環境保全措置の検討（計画段階）
３．環境保全措置の実施状況と計測結果を踏まえた

効果の検証
４．追加的な環境保全措置の検討（実施段階）
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委員等の構成
順不同

委員長 今田 徹 財団法人 国土技術研究センター 技術顧問

委員 足立 紀尚 財団法人 地域地盤環境研究所 代表理事委員 足 紀尚 財団法人 地域地盤環境研究所 代表理事

委員 木谷 日出男 国立大学法人 東京工業大学 非常勤講師

委員 池 俊雄 国立大学法人 東京大学 教授委員 小池 俊雄 国立大学法人 東京大学 教授

委員 戸田 祐嗣 国立大学法人 名古屋大学 准教授

委員 西垣 誠 国立大学法人 岡山大学 教授

委員 真下 英人 国土交通省 国土技術政策総合研究所 道路構造物研究部 部長委員 真下 英人 国土交通省 国土技術政策総合研究所 道路構造物研究部 部長

オブザーバー 国土交通省中部地方整備局河川部

オブザ バ 静岡県交通基盤部河川砂防局オブザーバー 静岡県交通基盤部河川砂防局

オブザーバー 静岡市環境局環境創造部

※敬称略
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事務局：東海旅客鉄道株式会社 中央新幹線推進本部 中央新幹線建設部



本日の委員会の内容

（報告）（報告）

１．事業の概要

２．大井川の現況

３ 環境影響評価の内容３. 環境影響評価の内容

４．工事計画

（審議）

５ 計測計画５．計測計画

６．環境保全措置（計画段階）環 保 措置 階

７．今後のスケジュール
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（報告）

本日の委員会の内容

（報告）

１．事業の概要

２．大井川の現況

３ 環境影響評価の内容３. 環境影響評価の内容
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・整備計画の内容

中央新幹線計画の概要
備計画 容

建設線 中央新幹線

区間 東京都・大阪市

走行方式 超電導磁気浮上方式走行方式 超電導磁気浮上方式

最高設計速度 ５０５キロメートル／時

建設に要する費用の概算額
（車両費を含む）

９０，３００億円
（ ）

その他必要事項 主要な経過地
甲府市附近、赤石山脈（南アルプス）中南部、
名古屋市附近、奈良市附近

概略 路線 東京都 名古 市・概略の路線（東京都・名古屋市間）

岐阜県
長野県

山梨県

神奈川県

東京都

愛知県
静岡県

神奈川県

愛知県

計画路線
山梨リニア実験線
駅 6



・日本の大動脈輸送を担う東海道新幹線は 今年１０月で開業から５０年が経過し

事業の意義（バイパスの整備）

・日本の大動脈輸送を担う東海道新幹線は、今年１０月で開業から５０年が経過し、

その経年劣化と東海地震などの大災害に対する備えが必要です。

・構造物の耐震補強と大規模改修工事を進めていますが、抜本的な備えとして、構 物 耐震 強 規模改修 事を す 、抜本 備 、

中央新幹線による二重系化が必要です。

南海トラフ巨大地震の想定震源域と震度の最大値の分布図 中央新幹線

品川

名古屋

東海道新幹線

※中央防災会議「南海トラフ巨大地震対策について（最終報告）」（平成25年5月）に加筆
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三大都市圏のアクセスが大幅に向上

事業の意義（三大都市圏が一つの巨大都市圏に）

・三大都市圏が１時間圏内となり、１つの巨大都市圏が誕生します。

三大都市圏のアクセスが大幅に向上

・東京・名古屋･大阪の各都市圏や国際空港への移動が飛躍的に
便利になります。

神奈川県

山梨県長野県

岐阜県

東京名古屋大阪

中央新幹線

東京名古大阪
東海道新幹線

静岡県

中部国際空港
(セントレア)

東京国際空港
(羽田空港)

関西国際空港
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事業の意義（東海道新幹線の活用可能性が拡大）

東品新小熱三新静掛浜豊三名新 岐米京
京川横

浜
田
原

海島富
士

岡川松橋河
安
城

古
屋

新
大
阪

阜
羽
島

米
原

京
都

・ 「のぞみ」中心のダイヤから 「ひかり」「こだま」中心のダイヤへ

のぞみ（全列車）停車駅 ひかり＋こだま停車駅 こだま停車駅

「のぞみ」中心のダイヤから、「ひかり」「こだま」中心のダイヤへ

（イメージ）

⇒ 沿線都市から３大都市への到達時間 フリ クエンシ が⇒ 沿線都市から３大都市への到達時間、フリークエンシーが
大幅に改善します 9



全国新幹線鉄道整備法 環境影響評価法

全国新幹線鉄道整備法に基づく工事実施計画認可までの流れ

全国新幹線鉄道整備法 環境影響評価法

基本計画の決定 昭和48年

調査の指示、報告 昭和49年～平成21年

平成22年 2月24日(諮問)
平成23年5月12日（答申）

交通政策審議会へ諮問・答申

整備計画を決定

営業主体、建設主体に指名 平成23年 5月20日

平成23年 5月26日

建設の指示 平成23年 5月27日
計画段階環境配慮書 公表

環境影響評価方法書 公告

平成23年 6月7日
8月5日

環境影響評価方法書 公告

環境影響評価準備書 公告

調査・予測・評価

平成23年9月27日

平成25年9月20日

工事実施計画の申請

環境影響評価準備書 公告

環境影響評価書 送付

平成25年9月20日

平成26年4月23日

平成26年8月26日最終的な評価書 送付平成26年 8月26日

工事実施計画の認可

工事実施計画の申請 平成26年8月26日最終的な評価書 送付平成26年 8月26日

平成26年10月17日 10



静岡県の路線概要

構造種別・主要な施設 数量構造種別・主要な施設 数量

地上部 ０ｋｍ

トンネル １０ ７ｋｍトンネル １０．７ｋｍ

非常口（山岳部） ２箇所

←名古屋方

品川方→
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静岡県の路線概要
品川方→←名古屋方

静岡・長野県境

品 方←名古屋方

最大土被り約1,400m

山梨・静岡県境

最小土被り約350m

静岡県

大鹿村

160km 155km 150km 145km 140km 135km 130km 125km 120km

静岡市 早川町 富士川町

静岡県内の土被りは、約３５０～１,４００ｍです
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小河内岳

工事概要（大井川上流部）①

小河内岳

宿舎
坑口（工事用道路）

西俣非常口←名古屋方

坑口（工事用道路）

品川方→

宿舎 坑口（工事用道路）

工事施工ヤード
千石非常口

計画路線（トンネル部）

工事施工ヤード

計画路線（ 部）

発生土置き場

非常口（山岳部）

非常口（山岳部（トンネル部））

発生土置き場

林道東俣線
13

工事用道路（トンネル）



工事概要（大井川上流部）②

聖岳

宿舎

聖岳

笊ヶ岳

発生土置き場

林道東俣線 畑薙湖
14
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掘削時の地質把握のために 本坑に並行な位置に

山岳トンネル、非常口（山岳部）の施工概要

・掘削時の地質把握のために、本坑に並行な位置に、
先行して断面の小さい先進坑を掘削します。

掘削方法はNATM工法です・掘削方法はNATM工法です。

本坑本坑

非常口（山岳部）

先進坑

連絡坑
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大井川全体図
間ノ岳

・大井川は、静岡県の中部に位置し、その
源は静岡県、長野県、山梨県の３県境に
位置する間ノ岳（標高3 189 ）です

中央新幹線計画路線

位置する間ノ岳（標高3,189m）です。

・静岡県の中央部を南北に貫流しながら

寸又川、笹間川等の支川を合わせ、島田
市付近から広がる扇状地を抜け、その後、
駿河湾に注ぎます。

・幹川流路延長168km、流域面積1,280km2

の一級河川です。

川根本町
静岡市

の 級河川です。

・中央新幹線は大井川上流部をトンネルで
横断する計画です

藤枝市

島田市 横断する計画です。

東海道新幹線

焼津市
掛川市

牧之原市

島田市

吉田町

17

菊川市
袋井市

牧之原市

※「大井川水系河川整備計画」（中部地方整備局、平成18年11月）に加筆

御前崎市



中央新幹線計画路線

大井川本流

大井川水利模式図

東俣堰堤

西俣堰堤

田代ダム

中央新幹線計画路線

品川方→←名古屋方

東俣堰堤

井川ダム

畑薙第一ダム

畑薙第二ダム

長島ダム

井川ダム

奥泉ダム
千頭ダム

・大井川の水は、水道用水、工業用水、
農業用水、発電用水などに広く利用
されています。

大井川ダム
大間ダム

寸又川ダム

笹間川ダム

塩郷堰堤

榛原川堰堤

境川ダム

大井川広域水道用水
国営牧之原用水

右岸用水

塩郷堰堤

神座用水

東遠工水
左岸用水
島田市上水
特種東海製紙工水

駿河湾

：河川
：導水路・送水路 18

※「大井川水系河川整備基本方針」（中部地方整備局、平成18年11月）に加筆・修正

島田市上水



榛原川堰堤
大井川

大井川下流域の利水状況
平成26年4月時点

大井川の下流域（塩郷堰堤より下流）に

境川

榛原川
榛原川堰堤 ・大井川の下流域（塩郷堰堤より下流）に

おける水道用水・工業用水・農業用水の
最大取水量の合計は、平成26年4月時点で
約 す

笹間川ダム
笹間川

塩郷堰堤境川ダム

久野脇発電所

約43m3/sです。

大 広域水道 水
国営牧之原用水

川口発電所
90 m3/s

大井川広域水道用水
2.0 m3/s

国営牧之原用水
3.045 m3/s

伊久美川

神座用水
0.506m3/s

右岸用水
9.724m3/s
東遠工水
0 099 3/

赤松発電所
33 8 m3/s

0.506m /s

0.099m3/s

左岸用水
25.379m3/s
島田市上水
0 173 3/

島田市上水
0.005 m3/s

33.8 m /s

0.173m3/s
特種東海製紙工水
2 m3/s

駿河湾

※○○m3/sは最大取水量or最大使用水量 19
※静岡河川事務所からの提供資料を参考に作成



大井川水利調整協議会について

・大井川水利調整協議会は 渇水時における水利使用者間の水利調整及び・大井川水利調整協議会は、渇水時における水利使用者間の水利調整及び
その他水利を円滑に行うため、大井川水系に水利権を有するもの等で構成され、
平成6年12月に設置されています。
昨年12月 今年11月に大井川水利調整協議会に対して説明会を実施し・昨年12月、今年11月に大井川水利調整協議会に対して説明会を実施し、
今年6月には現地を案内しました。

団体名
静 く 境部 会 く 境部

委員
静岡県くらし・環境部 会長 くらし・環境部長
中部電力株式会社 用地部長
大井川土地改良区 理事長
神座土地改良区 理事長神座土地改良区 理事長
金谷土地改良区 理事長
大井川右岸土地改良区 理事長
特種東海製紙株式会社 工場長

委員
島田市（生活環境部水道課） 市長
静岡県大井川広域水道企業団 企業長
牧之原畑地総合整備土地改良区 理事長
農林水産省関東農政局 農村計画部長

委員

農林水産省関東農政局 農村計画部長
東遠工業用水道企業団 企業長
静岡県交通基盤部 農地局長
国土交通省中部地方整備局 河川部長

顧問

20
※静岡県ホームページより抜粋

静岡県交通基盤部 交通基盤部理事（土木技術担当）
静岡県くらし・環境部 事務局 水利用課

顧問



大井川の水資源に関する説明状況

・環境影響評価準備書の公告後 大井川流域の首長 自治体および・環境影響評価準備書の公告後、大井川流域の首長、自治体および
関係団体等に対して、水資源に関する説明を実施しました。

説明対象者
平成25年 12月 大井川水利調整協議会

説明日
平成25年 12月 大井川水利調整協議会

大井川土地改良区
大井川右岸土地改良区
金谷土地改良区
静岡県大井川広域水道企業団

2月

東遠工業用水道企業団
掛川市水道部
牧之原畑地総合整備土地改良区

4月 島田市企画課、水道課
御前崎市長

3月

御前崎市長
袋井副市長
掛川市長
島田市長
牧之原市長
菊川市長平成26年

5月
菊川市長
焼津市長
藤枝市長
吉田町長
大井川水利調整協議会
川根本町長

平成26年

6月 川根本町長
静岡県中央新幹線環境保全連絡会議水資源部会（準備会）

7月 大井川の清流を守る研究協議会
静岡県中央新幹線環境保全連絡会議水資源部会（第１回）
島田市企画課

6月

9月

21

島 市 画課
大井川広域水道企業団
島田市企画課
大井川広域水道企業団

11月 大井川水利調整協議会

10月



南アルプスの地形概要

・赤石山脈（南アルプス）は 巨摩山地と伊那山地に囲まれた地域で 南北に長い楔・赤石山脈（南アルプス）は、巨摩山地と伊那山地に囲まれた地域で、南北に長い楔
状の急峻山地であり、山梨・静岡・長野3県の県境をなしています。

東側に富士川 西側に天竜川が流下し 両水系と大井川水系の諸河川が発達して・東側に富士川、西側に天竜川が流下し、両水系と大井川水系の諸河川が発達して
います。

・さらに、２つの地質構造線（糸魚川－静岡構造線、

・標高3,000m以上の高峰は14峰あり、標高2,500m
を超 数 峰を有す 本 大級

中央構造線）が分布しています。

以上を超える山は数十峰を有する日本最大級の
山脈です。

22

：計画路線

※「南アルプス学術総論」（南アルプス総合学術検討委員会、平成22年3月）に加筆

大
井
川

22



南アルプスの地質概要

南アルプスの地質は四万十帯が主体とな ています・南アルプスの地質は四万十帯が主体となっています。

・四万十帯は、瀬戸川層群、三倉層群、大井川層群、白根層群、赤石層群の
群 す５ 層群に区分されます。

・各層群は、中央構造線にほぼ平行な帯状構造をなしています。

4
1

5

11

2

【西南日本内帯】
1. 飛騨帯 5

4
13

1

3
92. 飛騨外縁帯

3,5.美濃帯
6. 領家帯
【西南日本外帯】 四万十帯

6

7
8

9

4 9

【西南日本外帯】
7. 三波川・御荷鉾帯
8. 秩父帯
9. 四万十帯 ：計画路線

万十帯
8

9

3 9

23

【フォッサマグナ帯】
13. 南部フォッサマグナ帯

：赤石山脈9

23
※「西南日本の帯状構造はどのようにしてできたか」（小澤智生ら、科学55、4‐13、1985）に加筆



南アルプスの地質の把握

・南アルプスの地質を把握するために 以下の調査を実施しました。南アルプスの地質を把握するために、以下の調査を実施しました。

○文献調査
・電力会社のトンネル施工実績等

○地質調査○地質調査
・水平ボーリング
・鉛直ボーリング鉛直ボ リング
・弾性波探査
・地表踏査

24



大井川上流部のトンネル施工実績

地盤高さ

2600

2800

大井川上流部のトンネル等
標高

：地盤高さ
：トンネル高さ
：河川高さ

2000

2200

2400

2600

二軒小屋発電所
導水路トンネル

1200

1400

1600

1800

下伊那郡大鹿村

導水路トンネル

600

800

1000

1200

南巨摩郡早川町

下伊那郡大鹿村
赤石沢発電所
導水路トンネル

0
計画路線 赤 沢 赤 発電所軒小屋 大井川1 2 3 4 5

赤石発電所
導水路トンネル

計画路線 赤石沢
発電所

導水路トンネル

赤石発電所
導水路トンネル

二軒小屋
発電所

導水路トンネル

大井川
西俣堰堤

～
畑薙ダム

※「国土交通省主要水系調査成果閲覧システム」を参考に作成

静岡市葵区

：計画路線
：トンネル実績

※「特種東海製紙株式会社資料」をベースに
「国土交通省主要水系調査成果閲覧システム」を参考に作成

25



南アルプスの地質調査

・南アルプスの地質を把握するための調査を実施しました・南アルプスの地質を把握するための調査を実施しました。

L=6,100m

L=470mL=712m

L=692m
L=4,400m

L=900m

L=4,400m

L=837m

L=1,200m L=1,025mL=952m

L=1,000m
L=7,400m L=3,500m

L=3,000m

L=1 900m

L=1,200m

L=4,200m

L=1,900m

L=3,400m

：計画路線
：水平ボーリング

L=3,000m L=3,000m

：水平ボーリング
：鉛直ボーリング
：弾性波探査
：地表踏査範囲

26L=3,000m

L=3,000m
L=3,800m

L=5,200m

L=3,700m



南アルプスの想定地質（平面図）

長野県 静岡県名古屋方 山梨県 品川方

緑色岩 粘板岩

チャート 凝灰角礫岩 礫岩

（地質凡例）

27
砂岩頁岩互層砂岩

チャ ト 凝灰角礫岩 礫岩

頁岩
：計画路線



南アルプスの想定地質（縦断図）

長野県 静岡県 山梨県 品川方名古屋方

2000m

2400m 千石非常口

西俣非常口

800m

1200m

1600m

160.0 155.0 150.0 145.0 140.0

400m

135.0

巨摩層群
櫛形山累層

四万十帯
瀬戸川層群

四万十帯
大井川層群

四万十帯
白根層群

四万十帯
赤石層群

中古生層
秩父帯

御荷鉾
変成岩類

緑色岩 粘板岩

チャート 凝灰角礫岩

（地質凡例）

砂岩頁岩互層砂岩

チャ ト 凝灰角礫岩

：計画路線 28



静岡県の想定地質（縦断図）
品川方名古屋方

2400m

長野県 静岡県 山梨県

小西俣

2000m 大井川

西俣川

1200m

1600m

800m

四万十帯
大井川層群

四万十帯
赤石層群

150.0 145.0四万十帯
白根層群

緑色岩 粘板岩

（地質凡例）

砂岩頁岩互層砂岩

チャート 凝灰角礫岩

29：計画路線



（報告）

本日の委員会の内容

（報告）

１．事業の概要

２．大井川の現況

３ 環境影響評価の内容３. 環境影響評価の内容

４．工事計画

（審議）

５ 計測計画５．計測計画

６．環境保全措置（計画段階）環 保 措置 階

７．今後のスケジュール

30



南アルプストンネルに いて 環境影響評価の中で

水収支解析について

・南アルプストンネルについて、環境影響評価の中で
水収支解析を用いて水資源について予測しました。

大 気

地表水
流 動

降水 蒸発散

流 動
（平面二次）

浸 透
（尾根部）

湧 出
（谷部）

降水

蒸発散

地下水
流 動

（準三次元）

トンネル湧水

トンネル

地表水

地下水

トンネル

水収支解析のモデル図

hhh 
水循環モデル式 トンネルモデル式

2 kH

31
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・環境影響評価で実施した水収支解析は

水収支解析について

・環境影響評価で実施した水収支解析は、
TOWNBY（「トンネル掘さくに伴う湧水とそれに伴う水収支変化に
関する水文地質学的研究」（鉄道技術研究報告、1983年3月）関する水文地質学的研究」（鉄道技術研究報告、 983年3月）
（その後も改良）により実施しました。

解析 た デ 地 水と地表水だ なく 気象・解析に用いたモデルは、地下水と地表水だけではなく、気象、
地盤状況、地表被覆状況、トンネル掘削条件などの条件を総合的に
取り込んでおり 対象地域の広域的な水収支を算出することが取り込んでおり、対象地域の広域的な水収支を算出することが
可能です。

れま 何度も改良が加えられ最近 事例 も適用実績がある・これまで何度も改良が加えられ最近の事例でも適用実績がある
確立された手法であり、地山内部の情報に不確実性がある場合でも、
河川流量の計測値と解析値との相関係数も高く 再現性の高い河川流量の計測値と解析値との相関係数も高く、再現性の高い
モデルを構築することができます。

広域的な水収支を算出する今回 環境影響評価に用 る・広域的な水収支を算出する今回の環境影響評価に用いる
手法としては最適であると考えられます。 32



水収支解析の適用事例

・水収支解析の適用事例

筑紫トンネル（九州新幹線）
新田原坂トンネル（九州新幹線）新田原坂トンネル（九州新幹線）
小鳥トンネル（高山清見道路）
青崩トンネル（三遠南信自動車道） など

広域的な水問題を取り扱うトンネル工事において 水への影響・広域的な水問題を取り扱うトンネル工事において、水への影響
の程度を予測し、施工計画に反映するための手法として、数多く
の事例で適用されています。の事例で適用されて ます。

33



河川流量データ

水収支解析モデルの作成（入力データ）

対象地域 観測概要 データ期間 地点数

大井川流域
定期観測

H18～H24年 28地点

河川流量デ タ

大井川流域
（年２回）

H18～H24年 28地点

東俣第１測水所
（大井川）

連続観測
（日データ）

H9～H23年 1地点
（大井川） （日デ タ）

田代測水所
（大井川）

連続観測
（日データ）

H9～H23年 1地点

千石大橋 定期観測千石大橋
（大井川）

定期観測
（年5回）

H18～H22年 1地点

木賊測水所 連続観測
H9～H23年 1地点

（大井川） （日データ）
H9～H23年 1地点

降水量デ タ

対象地域 観測概要 データ期間 地点数

木賊測水所 連続観測

降水量データ

木賊測水所
（大井川）

連続観測
（日データ）

H9～H24年 1地点

34



・水収支解析のモデル検証のために河川流量の計測値と解析値を比較しました。

水収支解析モデルの検証

地
点

平成

18 19 20 21 22 23 24←名古屋方
点
番
号

観測地点 豊
水
期

渇
水
期

中
間
期

豊
水
期

渇
水
期

豊
水
期

渇
水
期

豊
水
期

渇
水
期

豊
水
期

渇
水
期

豊
水
期

渇
水
期

豊
水
期

渇
水
期

1 ジャガ沢 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 悪沢 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 大井川 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 大井川支流 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 車屋沢 ○ ○ ○ ○ ○

6 上千枚沢 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 下千枚沢 ○ ○ ○ ○ ○

8 大尻沢 ○ ○ ○ ○ ○

9 蛇沢 ○ ○ ○ ○ ○
品川方→

10 下木賊沢 ○ ○ ○ ○ ○

11 奥西河内 ○ ○ ○ ○ ○

12 奥西河内 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 倉沢 ○ ○ ○ ○ ○

14 得右衛門沢 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 曲輪沢 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 内無沢 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 魚無沢 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 瀬戸沢 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 西小石沢 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 小西俣 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 中俣 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22 柾小屋沢 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 蛇抜沢 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 柳沢 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 上四郎作沢 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 新蛇抜沢 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27 東俣 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 小西俣 ○ ○ ○ ○ ○ ○

注1： 概ねの時期：中間期（5～6月）、豊水期（7～9月）、渇水期（11月～1月）
注2： 種別は河川、沢 35



水収支解析モデルの検証結果

00
0

1
10

値
（
m

3 /
秒

）

1

解
析

値

0.
1

0.
01

相関係数：0.920.001

36
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河川流量（解析結果）

3.97 m3/s
3.41 m3/s

4.12 m3/s
4.12 m3/s←名古屋方

3.26 m3/s
3.24 m3/s

3 56 m3/s

西俣川

12.1 m3/s 
9.99 m3/s

3.56 m /s 
2.49 m3/s

品川方→

非常口（山岳
部）

9.03 m3/s
7.14 m3/s

計画路線（トンネル部）

大井川

計画路線（トンネル部）

非常口（山岳部）

予測地点 11.9 m3/s
9.87 m3/s

上段 ： 工事着手前の流量（解析）上段 ： 工事着手前の流量（解析）
下段 ： 完成後の流量

37



（報告）

本日の委員会の内容

（報告）

１．事業の概要

２．大井川の現況

３ 環境影響評価の内容３. 環境影響評価の内容

４．工事計画

（審議）

５ 計測計画５．計測計画

６．環境保全措置（計画段階）環 保 措置 階

７．今後のスケジュール
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地山情報の収集

○前方の地質把握

１ 先進ボーリングのデータ活用１．先進ボ リングのデ タ活用
２．坑内弾性波探査による地山評価
３ コアボーリングによる地山の確認３．コアボ リングによる地山の確認

⇒想定する地山情報の精度の向上

○掘削データの活用

１．先進坑施工時のデータ活用
２．施工時のトンネル内計測の実施測 実
３．必要によりＦＥＭ逆解析の実施

⇒必要により支保パターン等の見直し⇒必要により支保パターン等の見直し

39



先進坑内からの先進ボ リングにより トンネル前方の地質を把握し

先進ボーリングを用いた前方の地質把握

・先進坑内からの先進ボーリングにより、トンネル前方の地質を把握し
ます。

図 先進ボーリングの施工イメージ

写真 先進ボーリングマシン 40



先進ボーリングの施工概要

平面図

先進坑

150m

先進坑

30m 30m 30m

・先進ボーリングの先端と次のボーリング開始位置との
ラップ長は約１５０ｍを確保します。

41



地盤の強化

・先進ボーリング等により 地質が悪いと判断された場合には・先進ボーリング等により、地質が悪いと判断された場合には、
必要により薬液注入を行い、地盤を強化します。

図 薬液注入工の施工イメージ

写真 薬液注入工の施工例

※ライト工業㈱、「トンネル工事の補助工法」（平成25年4月）より抜粋
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（報告）

本日の委員会の内容

（報告）

１．事業の概要

２．大井川の現況

３ 環境影響評価の内容３. 環境影響評価の内容

４．工事計画

（審議）

５ 計測計画５．計測計画

６．環境保全措置（計画段階）環 保 措置 階

７．今後のスケジュール
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調査項目 事後調査時期及び頻度

水環境の調査項目および頻度

調査項目 事後調査時期及び頻度

工事着手前
・トンネル工事前の１年間、原則月１回の計測（※1）
・一部地点は常時計測データの収集及び常時計測

河川の流量

・ 部地点は常時計測デ タの収集及び常時計測

工事中
・月１回の計測を基本（※2）
・一部地点は常時計測データの収集及び常時計測河川の流量 工事中 部地点は常時計測デ タの収集及び常時計測
・年２回の計測（※３）

事完 後
・トンネル工事完了後３年間 ４季の計測を基本（※４）

工事完了後
トンネル工事完了後３年間、４季の計測を基本（※４）

・一部地点は常時計測データの収集及び常時計測

地下水の水位 工事着手前 ・トンネル工事前の１年間 原則月１回の計測（※1）地下水の水位
水温
pH

電気伝導率

工事着手前 トンネル工事前の１年間、原則月１回の計測（※1）

工事中 ・月１回の計測を基本（※2）
電気伝導率

透視度 工事完了後 ・トンネル工事完了後３年間、４季の計測を基本（※４）

※１．計測は既に開始しており、今後も継続的に実施
※２．工事の進捗状況を踏まえ、必要に応じて頻度は変更
※３．状況に応じ、調査地点は別途検討
※４．状況に応じ、期間及び頻度は別途検討 44



河川流量の調査地点選定の考え方

・水収支解析の結果、大井川と西俣川が合流している現地の状況
および発電用取水堰等の状況を踏まえ、７地点選定しました。

さらに トンネル工事に伴い影響が生じる可能性があると想定したさらに、トンネル工事に伴い影響が生じる可能性があると想定した
沢として１地点選定しました。

選定した８地点のうち、３地点において常時計測、５地点において選定した８地点のうち、３地点において常時計測、５地点において
月一回計測を行います。

・また、河川へ流れ込む沢の流量を把握するため、トンネルの工事
に伴い影響が生じる可能性があると想定した沢を対象にその流
域の下流地点を３７地点選定し 年二回計測を行います域の下流地点を３７地点選定し、年二回計測を行います。

・なお、工事中の計測データを踏まえ、調査地点および頻度の追加なお、工事中の計測デ タを踏まえ、調査地点および頻度の追加
を検討します。
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河川流量調査地点（工事中）①

東俣堰堤
西俣堰堤

←名古屋方
西俣川

東俣堰堤

非常口

蛇抜沢

（測水所新設）
（中部電力株式会社測水所）

（ロ ヂ井戸）

品川方→

：計画路線 田代ダム取水堰

〔河川流量計測〕
：常時計測 （３地点）
月 回計測 （ 地点）

非常口

（ロッヂ井戸）：計画路線 田代ダム取水堰

：月一回計測 （５地点）
：年二回計測 （３７地点）

〔貯水池流入量〕
常時計測 （１地点）

大井川

：常時計測 （１地点）
※発電所からの放流による変動が
大きいため、月単位の平均値を参
考値扱いで用いる （中部電力株式会社測水所）

〔その他〕
：地下水位計測

（ロッヂ井戸） 46



河川流量調査地点（工事中）②

（ロッヂ井戸）

〔河川流量計測〕
：常時計測 （３地点）
：月一回計測 （５地点）
：年二回計測 （３７地点）

〔貯水池流入量〕
常時計測 （１地点）

（中部電力株式会社流入量）

：常時計測 （１地点）
※発電所からの放流による変動が
大きいため、月単位の平均値を参
考値扱いで用いる

畑薙第一ダム貯水池
〔その他〕

：地下水位計測

考値扱 用 る

47



河川流量調査地点（工事完了後）

東俣堰堤
西俣堰堤

←名古屋方
西俣川

東俣堰堤

非常口

蛇抜沢 （測水所新設）

（ロ ヂ井戸）

（中部電力株式会社測水所）

品川方→

田代ダム取水堰

非常口

（ロッヂ井戸）田代ダム取水堰

計画路線

大井川

〔河川流量計測〕
：常時計測 （３地点）

季計測 （ 地点）

：計画路線

（中部電力株式会社測水所）

：４季計測 （５地点）
〔その他〕

：地下水位計測
（ロッヂ井戸）
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バ テリ
データロガー

河川流量の計測方法

バッテリー
デ タ ガ

水圧式水位計

水圧式水位計 「池田計器製作所HPより」

※「絵でみる水文観測」（社団法人中部建設協会、平成13年9月）より抜粋
49



河川流量計測のイメージ

水位計収録部 ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

西俣川に設置する測水所のイメージ 河川断面測定と流速測定実施状況

ケーブル敷設

水圧式水位計
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（報告）

本日の委員会の内容

（報告）

１．事業の概要

２．大井川の現況

３ 環境影響評価の内容３. 環境影響評価の内容

４．工事計画

（審議）

５ 計測計画５．計測計画

６．環境保全措置（計画段階）環 保 措置 階

７．今後のスケジュール
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対策事例

水資源への影響を回避・低減するための措置

① トンネル湧水を極力防ぐ
・防水型トンネル

② 他の水源から補う
・新たな水源の確保

③ トンネル湧水を戻す
・トンネル湧水のポンプアップ
・トンネル湧水の自然流下トンネル

（以下、導水路トンネル）
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防水型トンネル

ト ネ 周辺を水密性が高 構造にする と 地山からト ネ 内・トンネル周辺を水密性が高い構造にすることで、地山からトンネル内
への湧水の流入を極力防止する。

＜事例：八王子城跡トンネル（首都圏中央連絡自動車道）＞

※「超高水圧、硬岩地山を克服した八王子城跡トンネルの止水構造について」
（国土技術研究会、平成19年）より抜粋

・南アルプストンネルでは、土被りが大きく
水圧が高い可能性があるため、防水型

53

水圧 高 可能性 あるため、防水型
トンネルは技術的に施工が困難である



新たな水源の確保

既存 水利用に影響がな ように 土地を確保し 新たな水源を確・既存の水利用に影響がないように、土地を確保して新たな水源を確
保する。

イメージ

新たな水源新たな水源

水利用に影響が出た地域
導水
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トンネル湧水を非常口よりポンプア プして河川 排水する

ポンプアップ

・トンネル湧水を非常口よりポンプアップして河川へ排水する。

＜事例：青函トンネル（津軽海峡線）＞

斜坑延長 L 1 315

＜事例：青函トンネル（津軽海峡線）＞

斜坑延長 L=1,315m
勾配 i=250/100
高低差（計算）=328m
排水設備 110m3/分排水設備 110m3/分

高低差：328m高低差：328m

※「津軽海峡線工事誌（青函トンネル）」（平成2年3月）に加筆
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ポンプアップのイメージ

・非常口内に横坑を掘削し ポンプ釜場（プール）を設け 中継して汲非常口内に横坑を掘削し、ポンプ釜場（プ ル）を設け、中継して汲
み上げる。

本坑
先進坑

連絡坑連絡坑

非常口（山岳部）

ポンプ釜場
（プール）

非
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導水路トンネル

トンネル湧水を排水するため 新たなトンネルを掘削し 自然流下・トンネル湧水を排水するため、新たなトンネルを掘削し、自然流下
させて河川へ排水する。

＜事例：田上トンネル（九州新幹線）＞

球磨山地
施工イメージ

勾配：約0.2%
本線トンネル

延長：約170m

57

・渇水が発生した地域へ、トンネル湧水を導水するためのトンネルを施工した。



本線から大井川下流に向か て自然流下させるトンネル

導水路トンネルのイメージ

・本線から大井川下流に向かって自然流下させるトンネル

←名古屋方

品川方→

：計画路線
：非常口：非常口
：導水路トンネル

（イメージ） 58



事例の比較

事例 効果 効果の確実性
課題（実行可能性、

副次的影響）

防水型トンネル
防水により水資源へ
の影響を回避するこ
とが可能である。

地質条件や施工によ
る不確実性がある。

土被りが大きく水圧の高いトン
ネルでは技術的に施工が困
難である。とが可能である。 難である。

新たな水源の確保
水利用の状況に合わ
せて対応することが
可能である

　確実性は高い。
確保する水源の規模を決定す
る必要がある。
適地の確保が容易ではない可能である。 適地の確保が容易ではない。

トンネル湧水のポンプアップ
恒久的にトンネル湧
水を上流部から戻す 確実性は高い。

恒久的に電気を使用するため
環境（CO2）への負荷がある。

トンネル湧水のポンプアップ 水を上流部から戻す
ことが可能である。

確実性は高い。
停電時、故障時、設備更新時
の対応が必要となる。

導水路ト ネ
恒久的にトンネル湧
水を戻す とが 能 確実性は高

発生土量が増加する。
新た 水資源 影響導水路トンネル 水を戻すことが可能

である。
確実性は高い。 新たに水資源への影響の可

能性がある。
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今後の検討内容について

今後 環境保全措置として今後、環境保全措置として、

・新たな水源の確保新たな水源の確保
・トンネル湧水のポンプアップ
・導水路トンネル導水路トンネル

それぞれの項目について検討を深度化していく。それぞれの項目について検討を深度化していく。
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（報告）

本日の委員会の内容

（報告）

１．事業の概要

２．大井川の現況

３ 環境影響評価の内容３. 環境影響評価の内容

４．工事計画

（審議）

５ 計測計画５．計測計画

６．環境保全措置（計画段階）環 保 措置 階

７．今後のスケジュール
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今後のスケジュール

平成２６年１２月１９日 第１回大井川水資源検討委員会

平成２７年 ２～３月 第２回大井川水資源検討委員会
・環境保全措置の検討を深度化

平成２７年 ５～６月 第３回大井川水資源検討委員会
・現地調査等現地調査等

・引き続き、環境保全措置の具体化を進め、その内容に
ついて検討を実施しますついて検討を実施します。

・トンネル工事開始後も、環境保全措置の実施状況や効果のトンネル工事開始後も、環境保全措置の実施状況や効果の
検証を行い、追加的な環境保全措置の検討を実施します。
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